
令和7年度ひょうごボランタリー基金助成事業 地域づくり活動NPO事業助成  

 

うずらの遺産を活用した周辺地域活性化事業 

 

 特定非営利活動法人みらプロ 

■ 目 的 
・ 加西市に残る旧姫路海軍航空基地があった鶉野飛行場跡を活用した取組による地域活性化を目指す。 
・ 多様な観点での学びに関するイベントを企画、造成することにより、多様な層の来訪者を獲得する。 
・ 地元団体や学校、企業や行政との協力による持続可能な事業運営体制を構築する。 
 

うずらの遺産 

旧姫路海軍航空隊があった鶉野飛行場跡に

残る滑走路跡や防空壕などの戦争遺跡をよ

り一般的な呼称として「うずらの遺産」と

称する。 

 

■ 協力団体 
兵庫県立北条高等学校 

かさい熱気球サポータクラブ 

加西市地域活性化拠点施設soraかさい 

神姫バス株式会社（soraかさい指定管理事業者） 

一般社団法人加西市観光協会 
加西市地域活性化拠点施設 

「soraかさい」メイン展示：戦闘機『紫電改』実物大模型 
 

■ 実施事業 
○気球ガイド＆ﾐｭｰｼﾞｱﾑｶﾞｲﾄﾞ ○講演会「うずらの飛行場と紫電改」 ○うずらの戦跡ガイド 

気球搭乗ｲﾍﾞﾝﾄ＠うずらの飛行場滑走路 川西鶉野工場で製造された「紫電改」 高校生ガイドが戦跡をご案内 

空中から飛行場の規模、大きさを知る 地元の人々が造った機体と技術を解説 阪神地区及び県外からの参加も多数あった。 

ﾐｭｰｼﾞｱﾑｶﾞｲﾄﾞで飛行場の歴史を知る 海軍航空戦史研究家吉野泰貴氏招へい 北条高校うずらの班活動報告会の実施 

 

■ 地元団体・企業との協力関係構築 
・ 北条高校探究活動（弊NPO代表非常勤講師）を通して、戦跡について学び、ガイド内容の自主構築を推進 
・ 高校生は戦跡ガイドに加え、soraかさい内の遺書朗読にも挑戦 
・ 子供向け読み聞かせや紙ひこうきワークショップなど、高校探究班との協力関係の拡大を図った。 
・ 気球イベントを手掛けるかさい熱気球サポーターズクラブとの
協力関係構築により気球係留・搭乗イベントを実施できた。 

・ 神姫バスや加西市観光協会とのイベント開催時の施設使用など
支援と共に、広報などで協力体制を発展させることができた。 

 

■ 成果と今後の展開 
・ 今回の気球イベントを通してたくさんの方々にsoraかさいに来場  ミュージアムガイド   ゲストレクチャ 

頂き、戦跡の歴史についてご理解頂けた。また、ゲスト専門家による高校生への専門知識のレクチャ実施 

・ かさい熱気球サポータークラブや北条高校との協力関係構築で新たな取組み（気球）を推進できた。 

 → 気球を使った戦跡の見せ方や新規集客で、加西市への来訪増や普及・啓発に供することができた。 

・ 本事業の成果を活かして、今後も従来からの講演会やガイドと共に、エンターテイメンテ性を取り入れた新
たな取組の磨き上げについて、市民や地元事業者中心の持続可能な協力体制にて推進する。 

以  上 

soraかさいでの遺書朗読  高校生へのゲストレクチャ 

気球搭乗前の説明 
（高校生が対応） 
約100名が搭乗 


